
＜令和 2年度の活動報告＞ 

 

1 センターが関わるプロジェクト 

1－1 オンライン理科系実験推進プロジェクト 

 

  担当：科学×教育デザイン部門，ICT教育イノベーション部門（鈴木 剛，安積典子 記） 

 

令和 2 年の新型コロナウイルスの感染拡大を受けて，大学教育を含めオンライン授業を

余儀なくされている状況のなか，オンライン化が難しい理科系実験を推進するために，教育

イノベーションデザインセンター長を中心として本プロジェクトを立ち上げ，「令和２年度

学長特別プロジェクト」に申請して 1,320千円の配分額で採択された。実施責任者は，鈴木

剛（教育イノベーションデザインセンター長）であり，実施体制は以下のメンバーである。 

 

教育イノベーションデザインセンター・理数情報教育系 安積典子 

教育イノベーションデザインセンター・理数情報教育系 仲矢史雄 

情報基盤センター・理数情報教育系 尾崎拓郎 

教員養成課程・健康安全教育系 井奥加奈 

附属高等学校池田校舎副校長 筒井和幸 

（その他，教員養成課程や教育協働学科の協力教員） 

 

実施内容について 

○オンライン動画コンテンツと Webサイト更新 

本プロジェクトの内容の 1つである「遠隔操作での ICT機器/スマートフォン利用」につ

いては，コロナ禍で対面での理科実験が困難な状況において，現場の教員が何に困難を感じ，

どのような情報を必要としているのか，について情報収集を行い，教育委員会の理科教育担

当からも意見を集約した。その上で附属学校理科教員(附属池田中学校，附属高校池田校舎)

と連携協議を行い，教員養成大学に求められるオンライン理科教育実験教材に 2 つの要素

があることを抽出した。1 つは，すぐ使える演示用の理科系実験コンテンツであったため，

大学教員に理科実験動画の開発・提供を呼びかけ，Webサイト上で新しいコンテンツとして

7 月から順次公開・更新している。もう 1 つの要素は，「現場での理科実験動画の製作ノウ

ハウ」であり，新しいニーズに応えるべく，附属池田中学校の藤井教諭の協力のもとノウハ

ウ動画を製作した。 

 

▪理科演示実験動画の撮影のコツ（約 3分） 

（教育イノベーションデザインセンター 仲矢史雄教授） 

（附属池田中学校 藤井宏明教諭） 



▪フェノールフタレインとラインマーカ―色素を作ろう 

  フェノールフタレインの合成（約 8分） 

フルオレセインの合成（約 10分） 

（教育協働学科理数情報部門 谷敬太教授） 

▪火山灰観察講座 基礎編（約 20分）,発展編（約 30分） 

 （大阪教育大学非常勤講師 岡本義雄先生） 

 

▪物理学の実験動画と解説集 

     物理学（力学，熱力学，波動，音 等）の分かりやすい解説テキストと 

演示実験動画, 26動画（各 1～2分） 

（教育協働学科理数情報部門 辻岡強教授） 

 

 以上の成果を発表する場として，教育イノベーションデザインセンターの Web サイト

を新しく整備し，https化に対応した。サイト更新頻度の柔軟性を向上させるべく，従来の

大学設置の Webサイトの利用に加えて，Googleサイトを活用している。 

 

 

オンライン実験動画サイトの扉ページ

https://sites.google.com/view/okuceid/home/sciennce_for_teachers/for_junior_high_and_high_school_science 



○授業内でのオンライン実験教材開発 

オンライン実験を推進できる人材育成のため，教育協働学科理数情報専攻の専門科目で

ある「サイエンス実験教材開発」において，オンライン実験授業の可能性を大学２回生レ

ベルで模索した。本取り組みに関する成果報告として，令和 3年 1月 28日（木）に行わ

れた Zoomによるオンライン発表会の模様が，大学ウェブサイトのトピックス記事に以下

の通り掲載された。 

 

 本記事については，大学広報誌「TenYou－天遊－」，令和 3 年 2 月 10 日（水）の文教速

報，令和 3年 2月 15日（月）の文教ニュースにも掲載された。 

 

○小学校若手教員を対象とするオンライン理科実験研修 

近隣自治体教育委員会と連携して毎年 8月に実施している理科実験研修を，Google 

Classroomを用いてオンデマンドで実施した。研修クラスの開設に当たり，教育イノ

ベーションデザインセンターとして Google より組織認証を受け，受講者にアカウン

トを発行した。研修の内容としては，単なる実験動画や講義の視聴ではなく，科学的

なものの見方や考え方，問題解決の方法を学ぶための探究活動を行った。自分の実験

計画に従って，実験動画によるバーチャル実験を行い，結果を確認しながら課題を解



決する e-ラーニングプログラムを，この研修のために新たに開発した。本年度は八尾

市の若手（3年目）を対象に悉皆研修として実施し，受講期間の令和 2年 11月 25日

（水）～令和 3年 1月 12日（水）の間に 31名が研修プログラムを修了した。実施に

先立ち，令和 2年 11月 17日（火）に，大学より以下の通りの通りプレスリリースを

行った。研修のために作成した実験解説動画は，教員の理科授業準備のための教材と

して，順次教育イノベーションデザインセンターウェブサイト上で公開している。 

 

 
 



小学校若手教員理科研修（遠隔）「理科の学びを学ぶ」制作・運営スタッフ 

企画・統括責任者 

安積典子（大阪教育大学） 

  コンテンツ制作 

安積典子 種田将嗣 仲矢史雄 生田享介 吉本直弘（大阪教育大学） 

秋吉博之（和歌山信愛大学） 萩原憲二（大阪青山大学）  

川上雅弘（京都産業大学） 山内保典（東北大学） 

G Suite for Education システム管理 

   尾崎拓郎（大阪教育大学）   

協力 

金川弘希（大阪市立苗代小学校教諭・大阪教育大学教職大学院生） 

他 大阪教育大学，大阪青山大学，和歌山信愛大学の学生，大学院生の皆さん 

 

○コロナ禍でのオンライン授業に関する情報収集 

コロナ禍で対面での理科実験が困難な状況において，現場の教員が遠隔操作での

オンライン授業に関して，何に困難を感じ，どのような情報を必要としているのか，

について，府内の公立私立高等学校 256校および一部の中学校，府外の中学校，高等

学校教員を対象に，郵送とインターネットによるアンケート調査を年度末に実施し

た。調査結果については，現場の教員より公開して欲しいとの要望があり，令和 3年

度に教育イノベーションデザインセンター上でダウンロード版を公開する予定であ

る。得られたデータを踏まえ，教員養成系大学として学校現場をどのような形で支援

していくのかが，今後の課題であることは言うまでもない。 

 


